①　補足説明の追加
(1)　震源の位置について
(X,Y,Z)=(0,0,2000)で、周辺の応力テンソル
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に重みを付けて分配
(2)　観測点の位置について
Vx,Vyは (X,Y,Z)=(0,0,0)、Vzは(X,Y,Z)=(0,0,50)で設定し、周辺の速度ポイントの値で内挿。
(3)　層境界のモデル化

Z=1km上で、基盤、表層地盤の物性を平均
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